
２０１５年３月１８日 こくろう み と 第１３号

第
１
７
０
回
拡
大
地
方
委
員
会
を
開
催

赤

沼

書

記

長

が

集

約

答

弁

２
０
１
５
春
季
労
働
講
座
を
狩
野
光
昭
い
わ
き
市
議
を
講
師
に
招
き
、

「
安
倍
政
権
の
成
長
戦
雇
用
が
略
・
労
働
法
制
「
改
革
」
の
狙
い
」
と
題

し
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
倍
政
権
が
進
め
よ
う
と
す
る
労
働
法
制
改
悪
は
労
働
者
を
物
の
よ
う

に
使
い
捨
て
に
す
る
制
度
で
、
①
労
働
時
間
の
規
制
緩
和
で
自
由
な
働
き

方
を
実
現
す
る
。
②
解
雇
の
金
銭
解
決
で
不
当
・
違
法
解
雇
で
も
金
銭
さ

え
支
払
え
ば
一
方
的
に
打
ち
切
ら
れ
る
。
③
派
遣
労
働
・
非
正
規
労
働
の

規
制
緩
和
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。ま

た
、
厚
生
労
働
省
労
働
政
策
審
議
会
報

告
書
に
も
触
れ
、
年
収
１
０
７
５
万
円
以
上
、

か
つ
平
均
給
与
の
３
倍
超
の
希
望
者
（
ア
ナ

リ
ス
ト
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
研
究
開
発
の

業
務
な
ど
）
で
は
、
「
労
働
時
間
規
制
ゼ
ロ
」

「
８
時
間
労
働
制
破
壊
」
「
過
労
死
促
進
」

法
案
で
あ
り
反
対
す
る
考
え
示
し
、
対
象
要

件
を
４
０
０
万
円
台
に
適
用
す
こ
と
を
狙
い
、

将
来
は
正
規
・
非
正
規
に
関
係
な
く
全
て
の

労
働
者
に
適
用
す
る
と
報
告
し
ま
し
た
。

創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
を

図
る
。
原
発
事
故
が
収
束
し

て
い
な
い
な
か
、
行
政
主
導

型
推
進
は
問
題
が
あ
る
。
２

０
１
５
春
闘
は
職
場
や
地
域

か
ら
闘
い
を
構
築
し
満
額
獲

得
に
奮
闘
し
た
い
。
Ｊ
Ｒ
三

島
・
貨
物
問
題
は
構
造
的
矛

盾
解
決
が
必
要
で
、
労
働
者

に
転
嫁
す
る
の
は
お
か
し
い
。

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
支
援

要
請
等
が
発
言
さ
れ
た
。
ま

た
、
将
来
の
「
組
織
の
あ
り

方
」
に
つ
い
て
、
慎
重
な
議

論
が
必
要
と
の
意
見
も
出
さ

れ
た
。
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一
、
組
織
拡
大
に
つ
い
て

本
部
指
令
１
号
に
よ
る
組
織
拡

大
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。
地
方
本
部
は
組

織
の
10
％
拡
大
目
標
に
向
け
全
力

を
あ
げ
る
。
今
後
、
予
想
さ
れ
る

組
織
減
少
も
視
野
に
入
れ
各
ゾ
ー

ン
目
標
に
責
任
を
持
つ
こ
と
と
す

る
。
４
月
４
日
（
第
８
回
全
支
部
・

分
会
・
書
記
長
会
議
の
開
催
、
６

月
13
日
～
14
日
（
第
12
回
職
場
活

動
家
交
流
集
会
）
、
６
月
～
９
月

ま
で
を
第
３
ゾ
ー
ン
と
し
９
月
に

集
約
会
議
を
実
施
す
る
。

新
規
採
用
者
の
取
り
組
み
は
、

委
員
会
以
降
に
「
申
入
れ
」
を
提

出
し
公
平
・
公
正
な
扱
い
を
求
め

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
対
策
委
員

会
を
開
催
し
具
体
的
取
組
を
意
思

統
一
を
図
る
。

二
、
反
合
理
化
、
安
全
・
安
定

輸
送
に
つ
い
て

「
グ
ル
ー
プ
経
営
構
想
Ｖ
～
限
り

な
き
前
進
～
」
を
発
表
し
２
年
が

経
過
し
た
。
特
に
本
年
は
、
検
修

外
注
化
施
策
導
入
か
ら
３
年
目
を

迎
え
、
出
向
先
会
社
か
ら
の
戻
り

の
時
期
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
ル
ダ
ー

出
向
先
労
働
条
件
改
善
も
ま
す
ま

す
重
要
で
、
２
０
１
０
年
の
本
社
・

本
部
間
の
団
体
交
渉
を
踏
ま
え
、

出
向
先
会
社
と
の
交
渉
が
構
築
で

き
る
か
東
本
部
と
の
連
携
を
強
め

て
行
き
た
い
。
３
月
24
日
、
職
場

点
検
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催

し
具
体
的
な
取
り
組
み
と
改
善
に

向
け
「
水
申
１
号
」
を
提
出
す
る
。

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら
駅
委
託
及

び
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
が
実
施
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
問
題
の
改
善
に

あ
た
る
。
福
島
第
一
原
発
事
故
か

ら
4
年
目
と
な
る
が
、
事
故
の
収

束
は
な
い
。
責
任
追
と
闘
い
を
風

化
さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
更
に
強

化
し
て
行
く
。

三
、
２
０
１
５
春
闘

国
労
は
統
一
重
点
要
求
を
掲
げ

3
月
18
日
回
答
指
定
日
と
し
た
。

連
合
茨
城
春
闘
総
決
起
集
会
参
加

や
、
客
貨
一
体
の
取
り
組
み
は
国

労
中
央
総
行
動
（
３
／
9
）
、

「
原
発
の
な
い
福
島
を
・
県
民
大

集
会
」
（
３
／
14
）
な
ど
開
催
さ

れ
創
意
工
夫
し
た
取
り
組
み
を
展

開
し
て
行
く
。

四
、
組
織
の
あ
り
方

先
に
中
央
委
員
会
及
び
東
本
部

委
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、
早
急

に
判
断
を
し
て
行
き
た
い
。

水
戸
地
方
本
部
は
３
月
７
日

（
土
）
、
第
１
７
０
回
拡
大
地

方
委
員
会
を
い
わ
き
市
内
で
開

催
し
、
第
６
６
回
定
期
大
会
以

降
の
運
動
を
検
証
し
Ｊ
Ｒ
に
働

く
す
べ
て
の
労
働
者
の
労
働
条

件
改
善
、
２
０
１
５
年
春
闘
勝

利
、
安
全
・
安
定
輸
送
と
健
全

な
労
使
関
係
の
確
立
、
そ
し
て

何
よ
り
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

組
織
の
強
化
・
拡
大
に
向
け
目

標
達
成
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と

を
全
体
で
確
認
し
ま
し
た
。

塚
原
委
員
長
は
委
員
会
の
挨

拶
で
、
昨
年
１
２
月
に
２
名
の

仲
間
を
迎
え
た
こ
と
で
組
織
の

活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
。
こ
の

流
れ
を
継
続
し
、
目
標
達
成
に

向
け
全
組
員
で
奮
闘
し
よ
う
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

多
く
の
委
員
か
ら
は
、
職
場

で
組
織
拡
大
の
討
論
を
継
続
し

て
い
る
が
成
果
に
結
び
つ
か
な

い
。
４
月
の
新
採
獲
得
へ
向
け


